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実質負担額20年間で9.3 億円、町の負担は最小限に！　　
　新たな道の駅では、町と連携して
事業に取り組む民間事業者（以下「事
業者」）を公募・選定し、事業者が資
金調達から施設整備・運営までを行
う「官民連携（PFI）手法」を取り入れ、
民間の力を最大限に活用します。
　町は、20 年間に分けて施設整備費
相当額として約 37.38 億円を事業者
に対して支払う形となりますが、そ
のうち事業者が運営で得た収益の一
部（約 28.08 億円）を差し引くため、
実質的な町の負担額は 20 年間で約
9.3 億円と試算しています。単純計
算で、町の 1 年間あたりの実質的な
支出は、4,650 万円となります。

※ 1 実際の支払計画は、事業者などとの協議により決定　※ 2 別途、町有地購入費として、 約 5.65 億円を予算化
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移転・拡大

機能拡大プロジェクト

※本事業は民間事業者による提案を公募・選定のうえ実施することから、計画の内容
などは一部変更になる可能性があります
▷問合せ　猪名川町役場地域振興部 産業観光課まち活性化推進室 ( ☎ 768 － 6016)
▷町ホームページ　「道の駅いながわ機能拡大プロジェクト（右 QR コード）」で検索

国土交通省もバックアップ！
　今回の「道の駅機能拡大プロジェクト」は、地域活性化への効果が期
待されるとして、国土交通省より重点「道の駅」候補に選定されました。
　これにより、補助金、交付金などの新たな財源の獲得に向け、関係機関
との連携・相談・調整をスムーズに行うことができます。
▶平成 31 年 3 月 27 日、平成 30 年度重点「道の駅」候補選定証交付式にて（福田町長、神戸市にて）

　現在、本町では「まちの活性化」に向けた 2 大プロジェクトを実行しています。
　その 1 つは、大型物流倉庫の建設（肝川・差組地区）を進めている「プロロジス
猪名川プロジェクト」。そしてもうひとつが、この「道の駅いながわ機能拡大プロジェ
クト」です。
　オープンから約 19 年が過ぎ、本町を代表する集客施設となった「道の駅いながわ」。
　本町は、同施設の更なる「魅力向上」「サービス拡大」「交流人口の増加」を目指し
た移転を計画しています。
　その現状については、広報いながわ平成 31 年 3 月号（4 ページ）で紹介しましたが、
そのことについての多くのご意見やお問い合わせをいただいていますので、現段階で
の詳細についてお知らせします。

～町の活性化につながる道の駅を目指して～

道の駅 いながわ

民間事業者の力を最大限に活用！

重点「道の駅」候補に選定！
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　本町の財政状況は全国的にみても、健全で
良好な状態です。今後も、健全財政を維持し
つつ、将来のまちの活性化に取り組むため、
本プロジェクトについては、外部の有識者な
どから成る「猪名川町道の駅整備 PFI 事業者
選定委員会」を立ち上げ、次の考え方をもっ
て進めていきます。

【事業者公募条件】
　「町の実質負担額が 9.3 億円までに収まる
事業計画」であることが条件で、事業者選

定後には、事業期間（20 年間）にお互い
が支払う施設整備費や賃料（納付金）など
に関する契約を交わします。
　万が一、事業者による適切な維持管理運
営が行われなかったり、賃料（納付金）の
未払い（債務不履行）などが発生した場合
は、町から指導するとともに、事業者に支
払う施設整備費相当額を減額あるいは支払
停止とするなど、町のリスクを回避しつつ、
確実な事業実施を確保します。

町のリスクも最小限に！

※「プロロジス猪名川プロジェクト」は、広報いながわ 7 月号で特集予定

◆ 町実質負担額のイメージ
9.3 億円÷ 20 年間＝ 1 年間あたり4,650万円
◆ 住民 1 人あたりに換算すると…
4,650 万円÷町人口 約 31,000 人＝住民 1 人あたり年間1,500円

←
20 年間に分けて
賃料（納付金）を支払う

事業者
（約 28.08 億円）

←
猪名川町
（約 37.38 億円）

施設整備費相当額として、
20 年間に分けて支払う

約 9.3 億円
町実質負担額

約 37.38 億円
施設整備費相当額

約 28.08 億円
事業者からの賃料－ ＝ 

町と事業者の連携

20 年間
で
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気軽に集える憩いの場所を！
　年間約 70 万人が訪れる人気施設「道の駅いながわ」は、
新鮮な「いながわ野菜」の販売や十割そばの提供、観光案内
など、農業振興・観光・歴史・文化などの発信拠点として、
猪名川町になくてはならないものです。
　この「道の駅いながわ」を機能拡大することで、まちの皆さ
んはもちろん、これまで以上に多くの町外の人が本町に関心を
持ち、立ち寄ることで、益々のまちの賑わいが期待できます。
　また新たな道の駅では、皆さんが気軽に集い、のん
びり過ごせる憩いの場として、新たな機能も充実。
　計画では、令和 5 年のオープンを目指しています。

思い描く新たな道の駅の姿
　計画図＆完成イメージは次の通りです。
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人口が減少していく時代
　人口 31,000 人の小さなまち猪名川町の 20 年後・30 年後の姿。あなたは、
想像したことがありますか？
　今、少子化などの影響もあり、約 20 年後の日本の総人口は 1 千万人以

上減少することが予想されているなか、本町でも同様に約 20 年後には
人口 3 万人を下回ることが見込まれています。

　これまでも人口 3 万人を維持するためのまちづくりを進めてきま
したが、今後も人口減少の傾向は続くことが予想されており、これ
まで以上に対策を講じなければ、近い将来、まちはどんどん活気
を失ってしまいます。

　　　　 まちの明るい未来のために
　20 年後・30 年後、次世代の子どもたちがこのま
ちで安心して笑顔で暮らすことができるように…。
　そのために進めているのが町地域創生総合戦略の
重点プロジェクト「道の駅いながわ機能拡大プロ
ジェクト」であり、これは猪名川町の未来を見据え
た事業です。

次世代の子どもたちが
幸せに暮らせるように！

移転予定地（南田原）

まちの活性化の拠点に！

人気のそばソフト

温泉で癒しのひとときを

お土産品も充実

道の駅いながわ
移転予定地（南田原）

道の駅
いながわ（万善）

道の駅いながわ
移転予定地位置図

新名神高速道路川西 IC より
県道 12 号線経由で約 5 ｋｍ

（車で約 10 分）

至 丹波篠山市

至 川西市
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温泉施設

敷地面積
約 3.6ha

◆子育て支援施設
◆カフェ＆レストラン
◆物販サービス施設
◆そば加工販売施設
◆地域商品・
　農産物直売所
◆特産品加工施設 
　　　　　　　など
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おしゃれなカフェで
仲間と語らう

自慢の十割そば

※写真はイメージです

約2,000㎡のイベント交流広場屋内外に、親子が一緒に楽しめる子育て支援スペースも

新鮮な「いながわ野菜」の販売


